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　地すべり運動は山岳地形を形成する重要なメカニズムの一つである。また、地すべり運動の特性を明らかに

することは防災・減災の観点からも重要である。 

 

　知床半島は北海道でも有数の地すべり地形の集中地域であり、大規模な地すべり地形が数多く存在する。知

床半島の地すべり地形については伊藤(1994, 1996)によって空中写真判読による構造の解析が行われてい

る。本研究では、こうした知床半島における既知の地すべり地形が現在も運動しているのか、またその運動は

時間的に変化しているのかという点についてInSAR解析によって明らかにすることを試みた。 

 

　日本は過去にJERS-1、ALOS及びALOS-2の3基のSAR衛星を打ち上げており、約15年間にわたる観測を通じ

てデータを蓄積してきた。これらのSAR衛星は植生の影響を受けにくく、干渉性が高い長波長のマイクロ波

（L-band）を用いており、植生の豊富な地域でも地殻変動を検出することが可能である。また、地表に観測機

器を置く必要がないというSAR観測の特徴も、立ち入りの困難な知床半島の観測に適している。 

 

　本研究では、まずこれらの地すべり地形がSAR衛星が観測を行っている期間で変動が起こった地すべり地形

を運動している期間を検出する調べるために、JERS-1、ALOS及びALOS-2のデータから計7組の独立で、なる

べく条件の良いな7組のSAR画像のペアを用いてInSAR解析を行った。その結果、ALOS-2の上昇軌道のペアで

遠音別岳南東斜面において約9か月間で衛星視線方向に最大+4.3cmの変動を示す変動縞が検出された。この変

動縞の位置は先行研究(伊藤, 1994, 1996)により明らかにされている既知の地すべり崩土と一致している。地

すべり崩土は遠音別岳山頂の滑落崖から南東方向に約4.5kmにわたって伸びており、得られた変動縞は特に崩

土の中央から山麓側で大きな変位を示している。その場所では圧縮しわが複数存在していることも明らかにさ

れている(伊藤, 1994, 1996)。これらのことから、InSARで検出された変動は地すべり運動によるものである

ことが示唆される。また、他の6組のペアでも同様に遠音別岳南東斜面において変動縞が検出された。その運

動速度は上昇軌道では最も速い地点で衛星視線方向におよそ+0.8cm/yr～+5.6cm/yr、下降軌道ではおよ

そ-1.8cm/yr～-2.9cm/yrであった。このことから、遠音別岳南東斜面において1993年から2015年までの

20年以上にわたり地すべり運動が継続していることが明らかになった。 

 

　次に、遠音別岳南東斜面の地すべり運動の時間変化を明らかにするために、ALOS及びALOS-2のデータを用

いて16枚の干渉画像を作成した。これらは撮像期間が約3年間のペアと、その期間を約1年ごとに分割するよ

うなペアの計4組をALOS-2及びALOSの上昇軌道と下降軌道それぞれについて選定したものである。解析の結

果、ALOS-2及びALOSいずれの運用期間でも遠音別岳南東斜面で変動縞が得られた。このことから、2011年

から2014年と2007年から2010年のいずれの期間でも運動は連続的であると考えられる。また、特に

ALOS2については1年ごとに分割した全てのペアで変位が検出された。ALOS-2の観測によると衛星視線方向

（上昇軌道）の運動速度は最も速い地点でおおむね3～5cm/yrであった。一方、ALOSの観測では上昇軌道及

び下降軌道ともに衛星視線方向の運動速度がALOS-2の観測よりも遅く、ALOS-2とALOSの期間では運動速度

が変化している可能性がある。 
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